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　毎年冬になりますと、屋根に積もった雪、氷、つ

ららが落ちて、歩行者がけがをしたり、また、死亡

したりすることがしばしば起こっています。

　皆さんも冬期間の生活にはご苦労されていると思

いますが、冬期間の通行を円滑にし、事故を無くする

ため、特に次のことに注意するようお願いいたします。

　◆　屋根の雪、氷、つららが道路に落ちる建物には、

　　これに伴う事故を避けるため雪止めを付けるよ

　　うにしてください。

　◆　雪止めが付けてあっても強さが足りなかった

　　り、針金などがさびついたり古くなったりして

　　切れて落ちることもあるので、必ず点検して、　

　　悪いところがあれば早めに修繕するようにして

　　ください。

　◆　屋根の雪、氷、つららは、気温が上昇したとき、

　　特にマイナス３度位からプラス３度位になった

　　ときに落ちやすい状態となるため、そのような

　　ときは、早めに落とすようにし、落とすときは

　　歩行者や遊んでいる子供などに十分注意するよ

　　うにしてください。

　◆　ビルの壁、窓枠、突出看板等からの落氷雪は

　　少量でも危険であるため、付着した雪や氷の除

　　去を行うようにしてください。

　　　また、落氷雪の除去の際には、歩行者への十

　　分な安全対策を行うようにしてください。

　◆　軒下を通行するときは、屋根からの落氷雪に

　　十分注意するようにしてください。

　◆　軒下や道路では、子供を絶対に遊ばせないよ

　　うにしてください。

　◆　屋根から大量の雪が落ちたときは、直ちに事

　　故がないかどうか確かめるとともに、歩行者の

　　通行への影響を避けるため、速やかに処理して

　　ください。

　◆　交通事故・交通障害防止のため、屋根からの

　　落氷雪や敷地内の積雪を道路に出さないように

　　してください。

◎問い合わせ先

　留萌開発建設部・留萌振興局・留萌警察署・小平町

屋根から落ちる雪や氷による
危険防止などのお願い

１.開催日時　平成 30 年１月 10 日（水）　午後５時 30 分
２.場　　所  文化交流センター大ホール
３.会　　費　１，０００円（当日受付にて承ります。）
４.参加申込　申込用紙（広報折込）に記入して提出するか、FAX でお申込ください。
　　　　　　　また、電話でも受付いたします。(12 月 20 日（水）締切 )
５.申 込 先  役場総務課・鬼鹿支所・達布支所、小平町商工会、南るもい農協小平支所、
　　　　　　　新星マリン漁協臼谷支所・鬼鹿支所　
６.主    催　小平町新春交礼会実行委員会

　

　希望に輝く平成 30 年『小平町民新春交礼会』を開催いたしますので、

町民多数の参加をお待ちしております。

平成３０年小平町民新春交礼会のご案内

　この時期になると、天気予報では必ずと言ってい

いほど「西高東低の冬型の気圧配置」という言葉が

出てきます。

　これは文字の通り西側に高気圧、東側に低気圧が

ある気圧配置で、主に北西からの冷たく強い風が吹

くのが特徴です。

　冬期間に「西高東低」となりやすいのは、大陸が

冷やされることで空気が重くなり、優勢な高気圧が

形成される一方、低気圧がオホーツク海から千島列

島付近に発達しながら進むことが多くなるためです。

　大陸からの冷たい風が日本に来るには、途中必ず

日本海を通ります。

　ここで大量の水蒸気を補給し、この水蒸気が冷や

されることで雲が次々と発生し、日本列島に流れ込

んで雪を降らせます。

　この時の雲は風が強いため細く筋状になるのが特

徴で、「西高東低の冬型の気圧配置」は長いときには

１週間ほど続くため、限られた同じ地域に雪雲が入

り続けると、局地的な大雪をもたらすことがありま

す。

　「西高東低」は、強い寒気を流入させ、暴風雪や大

雪をもたらし生活に大きな影響を与えることになり、

「クリスマス寒波」や「年末低気圧」と呼ばれ報道さ

れることもあります。

　気象情報を参考にして暴風雪・大雪の際は行動を

控える他、行動をする場合には被害に備えた準備を

心がけてください。

　気象台では、12 時間に降る雪の量が留萌管内や上

川北部では 50 センチ以上、その他の地域では 40 セ

ンチ以上と予想した場合には大雪警報を発表します。

　大雪警報や大雪注意報が発表された場合は、大雪

による交通障害などに警戒または注意して下さい。

◎問い合わせ先

　旭川地方気象台

　☎ 0166-32-7102

　HP http://www.sapporo-jma.go.jp/asahikawa.html

気象台一口メモ「冬型の気圧配置」


